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度
は
、
大
学
等
へ
の
進
学
率
が
高
け
れ

ば(

注
１)

選
挙
の
関
心
度
も
高
い
だ
ろ
う

と
判
断
し
、
大
学
進
学
率
が
高
い
国
を

調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

表
１
が
、
世
界
的
に
み
た
大
学
等
へ

の
進
学
率
上
位
五
か
国
で
す
。
日
本
は
、

世
界
的
に
教
育
水
準
が
高
い
よ
う
に
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
そ
う
で
は
な
い
よ
う

で
す
。
大
学
進
学
率
は
イ
ギ
リ
ス
が
六

四
・
八
％
と
高
く
、
つ
い
で
日
本
、
ア

メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
そ
し
て
ド
イ
ツ
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
図
１
に
こ
れ
ら

の
国
に
つ
い
て
一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇

〇
二
年
ま
で
議
会
議
員
選
挙
が
あ
っ
た

年
の
有
権
者
の
投
票
率(

注
２)

を
載
せ
て

い
ま
す
。
投
票
率
が
一
番
高
い
の
は
ド

イ
ツ
で
有
権
者
の
八
〇
％
が
選
挙
に
出

向
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
次
い
で
イ
ギ

リ
ス
、フ
ラ
ン
ス
、
多
少
変
動
が
あ
り
ま

す
が
ア
メ
リ
カ
、日
本
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
は
年
々
大
き
く
波
打
っ

て
い
ま
す
。
日
本
は
一
九
九
五
年
の
投

票
率
が
最
低
の
四
四
・五
％
で
あ
り
ま
し

た
。し
か
し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
と
日
本

の
投
票
率
の
全
体
的
な
傾
向
は
ほ
と
ん

ど
同
じ
で
す
。
最
近
の
投
票
率
に
つ
い

て
は
ド
イ
ツ
は
約
八
〇
％
の
高
投
票
率

を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
国

は
ど
の
国
も
六
〇
％
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
投
票
率
が
六
〇
％
程
度
に
落
ち

込
ん
で
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
な
く
、

イ
ギ
リ
ス
、ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
と
も

同
様
の
傾
向
で
あ
り
、同
様
な
悩
み
を

抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

世
界
と
日
本
の
投
票
率
動
向
と
庵
治
中
学
校
の
取
り
組
み
状
況
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選
挙
啓
発
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

映
画
で
は
庵
治
町
は
世
界
の
中
心
だ

そ
う
な
の
で
、
素
朴
な
疑
問
、「
最
近

の
日
本
の
選
挙
は
、
投
票
率
が
下
が
っ

て
き
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
世
界
的
な
視
野
か
ら
投
票

率
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
投
票
率
は
選
挙
の
関
心
度
に
よ
っ

て
相
当
異
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
関

心
度
の
高
い
国
に
つ
い
て
、
日
本
も
含

め
た
調
査
を
し
ま
し
た
。
選
挙
の
関
心

私
は
も
と
も
と
教
育
と
は
関
係
が
薄

い
工
学
の
世
界
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
電
力
会
社
の
設
備
を
監
視
す
る
機

器
や
、
電
気
作
業
を
安
全
に
効
率
よ
く

行
う
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
民
間
人
校
長
と
し

て
昨
年
四
月
か
ら
四
国
の
最
北
端
、
映

画「
世
界
の
中
心
で
、愛
を
さ
け
ぶ
」
で

有
名
に
な
っ
た
香
川
県
庵
治
町
の
中
学

校
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

庵
治
町
で
は
、
子
ど
も
模
擬
議
会
が
開

か
れ
、
庵
治
中
で
は
平
成
一
六
年
二
月
に

いのうえ・ひろむ　
1972年大阪大学大学院修士課程卒業。1972年
四国電力株式会社入社。1985年四国総合研究所、

電子技術研究所出向。社会人のまま通学し、1993
年岡山大学大学院博士課程卒業。2003年香川県木
田郡庵治町立庵治中学校長に就任。

プロフィール

寄
稿

井
上
浩
さ
ん

香
川
県
庵
治
町
立
庵
治
中
学
校
長

一
　
は
じ
め
に

二
　
世
界
の
投
票
率

表1 大学等への進学率

代表的な国の議会議員選挙の
図1 投票率推移　　
図1

国名
イギリス
日本

アメリカ
フランス
ドイツ

進学率（％）
64.8
49.8
47.7
41.0
33.2

［NEW WAVE］◆新しい波



ュ
マ
ン
は
自
分
の
た
め
に
行
動
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
投
票
率
も
こ
れ
を

物
語
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

図
３
に
興
味
深
い
統
計
結
果
を
示
し

ま
す
。
一
九
九
〇
年
か
ら
増
え
続
け
る

フ
リ
ー
タ
ー
の
人
口
で
す
。
一
九
九
〇

年
は
一
八
二
万
人
で
あ
っ
た
の
が
二
〇

〇
一
年
に
は
二
倍
以
上
の
四
一
七
万
人

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
三
四
歳
ま

で
の
学
生
、
主
婦
を
除
く
若
年
人
口
に

占
め
る
割
合
は
二
一
・
二
％
と
な
り
ま

し
た(

注
４)

。
若
者
の
五
人
に
一
人
が
フ

リ
ー
タ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
度
成
長
時
代
の
と
き
は
若
者
は
ほ

と
ん
ど
企
業
に
就
職
し
組
合
活
動
な
ど

の
た
め
政
治
団
体
に
属
し
率
先
し
て
選

挙
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
日

で
は
単
に
興
味
が
薄
い
だ
け
で
な
く
、

選
挙
に
行
く
余
裕
が
な
い
若
者
が
増
え

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
よ
う
な
時
代
で
は
な
お
さ
ら

若
い
年
代
に
選
挙
の
意
義
や
重
要
性
を

啓
発
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

は
生
き
生
き
と
楽
し
い
中
学
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。

(

注
１)

朝
日
学
習
年
鑑
一
七
二
頁
　
二
〇
〇
四

朝
日
新
聞
社

(

注
２)

世
界
の
選
挙
統
計

http://w
w
w
.idea.int/vt/country-view

.cfm
(

注
３)

私
た
ち
の
広
場
二
〇
〇
四
　
二
月
号
一
八

頁

(

注
４)

パ
ラ
サ
イ
ト
社
会
の
ゆ
く
え
デ
ー
タ
で

読
み
解
く
日
本
の
家
族
一
三
二
頁
山
田
昌
弘
二

〇
〇
四
・
九
・
一
〇
発
行
、
ち
く
ま
新
書

以
下
庵
治
中
学
校
で
取
り
組
ん
で
い

る
選
挙
活
動
を
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

写
真
１
は
生
徒
会
役
員
を
選
出
す
る

た
め
の
立
候
補
立
会
演
説
会
の
様
子
で

す
。
庵
治
中
学
校
で
は
生
徒
会
の
役
割

は
大
変
重
要
で
す
。
入
学
式
、
卒
業
式
、

体
育
祭
、
朝
礼
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
普

通
は
教
頭
が
行
う
司
会
を
す
べ
て
生
徒

会
役
員
が
行
っ
て
い
ま
す
。
定
員
六
人

に
一
二
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。
全
校

一
四
七
人
の
学
校
な
の
で
一
割
弱
の
人

が
立
候
補
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
写
真
２
は
、
投
票
風
景
で
す
。
立

会
演
説
会
の
後
、
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
生
徒
会
活
動
の
目
標
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
写
真
３
は
台
風
二

三
号
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
漂
着
物
を
運

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
二
三
名
の
生

徒
が
汗
を
流
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
立
候
補
で
選
ば
れ
た
生
徒
会
役

員
中
心
の
学
校
運
営
に
よ
り
生
徒
た
ち

そ
れ
で
は
日
本
国
内
に
目
を
移
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
最
近
の
三
つ
の
選
挙
、

平
成
一
五
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、

平
成
一
三
年
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
、
少
し
古
い
で
す
が
平
成
一
二
年
の

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
つ
い
て
本
誌
二

月
号
に
載
っ
て
い
た
年
齢
別
の
投
票
率

(

注
３)

に
つ
い
て
二
〇
歳
か
ら
六
九
歳
ま

で
の
選
挙
結
果
を
年
齢
別
に
単
純
平
均

し
た
投
票
率
を
図
２
に
示
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
六
〇
か
ら
七
九

歳
ま
で
で
は
投
票
率
が
七
六
％
以
上
あ

り
ほ
と
ん
ど
の
人
が
投
票
に
行
っ
て
い

ま
す
。
年
齢
が
若
く
な
る
に
つ
れ
て
投

票
率
が
低
下
し
、
若
い
世
代
、
即
ち
学

校
を
卒
業
し
て
三
四
歳
ま
で
の
若
年
層

の
投
票
率
は
五
〇
％
未
満
で
あ
り
、
半

分
以
上
の
人
が
投
票
し
て
い
な
い
最
も

低
い
年
齢
層
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近

の
説
で
は
戦
中
あ
る
い
は
戦
後
直
後
生

ま
れ
の
人
は
国
家
の
た
め
、
団
塊
の
世

代
は
社
会
の
た
め
、
現
在
の
フ
レ
ッ
シ
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三
　
日
本
の
投
票
率

四
　
庵
治
中
学
校
の
取
り
組
み

図3 1990年からのフリーター人口　

写真1 生徒会役員立候補立会演説会

写真2 投票風景写真3 ボランティア活動漂流物撤去

年齢別

最近の国会議員選挙における
年齢別投票率　

図2



弘前市の公民館活動では子供向けの講座が盛ん（藤代公民館で）
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二
市
町
村
が
合
併
を
協
議
し
、
二
〇
〇
五

年
度
内
に
は
人
口
二
〇
万
人
に
迫
る
新
し

い
枠
組
み
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
〇
四

年
一
一
月
時
点
で
、
岩
木
町
、
相
馬
村
の

三
市
町
村
の
枠
組
み
に
分
裂
・
縮
小
し
ま

し
た
。
市
町
村
合
併
が
二
転
三
転
し
た
原

因
や
、
い
ま
だ
に
枠
組
み
が
は
っ
き
り
し

な
い
状
況
を
現
職
市
議
会
議
員
が
本
音
を

交
え
て
語
り
ま
し
た
。

同
館
の
山
口
美
智
子
事
務
長
は
「
地
域

住
民
に
と
っ
て
市
町
村
合
併
は
切
実
な
問

題
で
す
が
、
な
ぜ
計
画
が
大
幅
に
変
わ
る

の
か
、
行
政
内
部
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
。
公
民

館
事
業
で
政
治
や
行
政
の
問
題
を
取
り
上

げ
る
理
由
は
、
地
域
で
今
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か
地
域
住
民
が
一
番
知
り
た
い
こ

と
を
公
民
館
か
ら
提
供
し
、
地
域
の
こ
と

を
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
し
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。
明
る

い
選
挙
出
前
講
座
は
、
住
民
の
関
心
が
高

い
テ
ー
マ
を
分
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
招
き
、
興
味
深
い
内
容
を
聴

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
住
民
の
方
々
に
も

（
相
馬
勝
館
長
）
に
は
、
夜
七
時
前
か
ら

リ
ン
ゴ
の
収
穫
作
業
を
終
え
た
中
年
男
性

や
仕
事
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
食
事
を

済
ま
せ
た
夫
婦
連
れ
、
藤
代
地
区
の
町
会

関
係
者
な
ど
三
七
人
が
三
々
五
々
足
を
運

び
ま
し
た
。

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
市
町
村
合
併
を

語
る
」
で
、
質
疑
応
答
を
入
れ
て
た
っ
ぷ

り
二
時
間
、
講
師
の
市
議
会
議
員
と
今
後

の
合
併
計
画
の
行
方
に
つ
い
て
学
習
し
、

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
焦
点
の
市
町
村

合
併
問
題
は
、
当
初
弘
前
市
と
周
辺
の
一

リ
ン
ゴ
の
生
産
量
日
本
一
と
ね
ぷ
た
祭

り
で
知
ら
れ
る
青
森
県
弘
前
市
（
人
口
約

一
七
・
四
万
人
）、
都
市
部
と
リ
ン
ゴ
園

が
広
が
る
市
北
部
の
農
村
地
域
の
境
に
あ

り
、
新
旧
住
民
約
一
万
二
、
〇
〇
〇
人
が

混
住
す
る
同
市
藤
代
地
区
で
、
一
〇
月
二

六
日
夜
、
明
る
い
選
挙
出
前
講
座
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
の
市
立
藤
代
公
民
館

若
者
の
投
票
率
漸
減
、
有
権
者
の
政
治
無
関
心
の
打
開
策
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
身
近
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
・
公
民
館
を
利
用
し
て
、
青
森
県
が
実
施
す
る
「
明
る
い
選
挙
出
前
講
座
」

が
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
選
挙
管
理
委
員
会
、
教
育
委
員
会

が
三
位
一
体
で
取
り
組
む
出
前
講
座
の
秘
密
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

公
民
館
活
動
と
の
連
携
に
よ
る

明
る
い
選
挙
推
進
運
動
に
つ
い
て

青
森
・
弘
前
市
立
公
民
館
で
政
治

テ
ー
マ
の
出
前
講
座
が
定
着
、
市

民
に
も
好
評

特

集
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好
評
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
見
る
と
公
民
館
事
業
で
政
治

教
育
講
座
を
定
期
的
に
実
施
す
る
の
は
珍

し
い
状
況
で
す
が
、
こ
の
公
民
館
を
、
明

る
い
選
挙
推
進
運
動
の
情
報
発
信
基
地
と

し
て
活
用
し
て
い
る
青
森
県
内
の
事
例
が

注
目
を
集
め
始
め
て
い
ま
す
。
実
際
に
藤

代
公
民
館
を
含
め
た
一
三
か
所
の
中
央
・

地
区
公
民
館
で
は
、
政
治
教
育
講
座
は
日

常
的
に
開
催
さ
れ
、
珍
し
い
こ
と
で
は
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
行
わ
れ
る
明
る

い
選
挙
出
前
講
座
の
実
施
総
計
は
、
二
〇

〇
〇
年
度
が
二
九
回
、
〇
一
年
度
二
五
回
、

〇
二
年
度
二
六
回
、
〇
三
年
度
二
四
回
、

ほ
ぼ
月
二
回
以
上
の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

し
か
も
参
加
者
は
最
低
で
二
〇
人
、
多
い

時
で
一
〇
〇
人
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
で

す
。
地
域
住
民
が
ご
く
自
然
に
政
治
や
行

政
の
問
題
を
語
り
合
う
雰
囲
気
が
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
公
民
館
は
二
〇
〇
四
年
一
月
現

在
、
本
館
と
分
館
を
合
わ
せ
て
二
万
四
、

〇
〇
〇
か
所
余
り
。
ま
た
地
域
住
民
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
る
自
治
・
集
落
公
民
館
は

約
五
万
館
に
も
上
り
、
年
間
延
べ
利
用
者

数
は
何
と
二
億
人
に
達
す
る
巨
大
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
が
、
社
団
法
人
全

国
公
民
館
連
合
会
の
ま
と
め
で
分
か
り
ま

す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
、
夜

間
ま
で
利
用
の
幅
が
広
が
っ
た
公
民
館

は
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
や

市
町
村
合
併
な
ど
地
方
自
治
の
課
題
を
話

し
合
い
、
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
場
と

し
て
格
好
の
空
間
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

で
は
な
ぜ
、
弘
前
市
で
は
公
民
館
活
動

の
中
に
こ
れ
ほ
ど
充
実
し
た
話
し
合
い
学

習
活
動
が
定
着
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
詳

し
く
検
証
す
る
前
に
、
公
民
館
の
歴
史
か

ら
ひ
も
解
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
民
館
は
、
小
学
校
や
中
学
校
の
学
区

を
単
位
に
、
学
校
教
育
を
卒
業
し
た
地
域

住
民
に
対
し
て
社
会
教
育
を
実
施
す
る
た

め
の
公
共
施
設
で
す
。
社
会
教
育
の
振
興

を
目
的
に
し
た
施
設
は
、
世
界
で
も
珍
し

い
位
置
付
け
と
い
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
英
語

化
し
た
「
Ｋ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｋ
ａ
ｎ
」
で
、
東

南
ア
ジ
ア
等
へ
の
普
及
も
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
九
四
九
年
に
法
制
化
し
た
社
会
教

育
法
の
、
第
五
章
公
民
館
（
第
二
〇
条
〜

四
二
条
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
公
民
館

の
多
く
が
各
自
治
体
の
教
育
委
員
会
に
よ

っ
て
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
理
念
の
柱
は
七
項
目
あ
り
、
学
習

文
化
機
関
と
し
て
の
独
自
性
の
原
則
を
貫

く
た
め
に
、
職
員
を
必
ず
配
置
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
民
参
加
の
原

則
を
守
る
た
め
、
公
民
館
側
に
は
利
用
者

懇
談
会
や
企
画
委
員
会
を
設
け
て
事
業
推

進
を
図
り
、
一
方
住
民
側
で
は
代
表
者
に

よ
る
公
民
館
運
営
審
議
会
を
設
け
、
公
民

館
の
活
動
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
「
社
会
教
育
に
お
け
る
住

民
自
治
の
代
表
格
」（
中
央
大
学
教
授
で

日
本
公
民
館
学
会
事
務
局
長
の
奥
田
泰
弘

氏
）
と
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

公
民
館
は
ど
の
よ
う
な
狙
い
で
生
ま
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
公
民
館
を
日
本
で
初

め
て
提
唱
し
た
人
物
が
何
を
考
え
て
い
た

の
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
一
九
五
〇
年
代

に
文
部
省
社
会
教
育
局
長
を
務
め
た
寺
中

作
雄
氏
が
、
公
民
館
の
草
案
者
で
す
。
寺

中
氏
が
発
想
し
た
公
民
館
の
イ
メ
ー
ジ
は

「
新
し
い
町
村
の
文
化
施
設
」
と
い
う
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
民
館
を
日
本
で
初
め
て
打
ち
出
し
た

「
寺
中
構
想
」
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終

結
し
た
一
九
四
五
年
暮
れ
に
遡
り
ま
す
。

5

【公民館の現状】 (社)全国公民館連合会調査等を参考に作成

公民館がある市町村数

自治公民館がある市町村数

公民館の対象区域

条例における公民館運営

審議会の位置付け

公民館の運営主体

館長・分館長数

延べ床面積（m2）

「ある」92％（市町村館数17,076館、分館7,393館）

「ある」39％（49,734館）、「ない」54％

小学校区45％、中学校区12％、学区超21％

必置86％、任意設置14％

教育委81％、地域団体13％、首長部局2％、法人1％

常勤専任・2,381人、常勤兼任・2,772人、

非常勤・7,894人

「330 m2未満」17％、「330～600 m2」31%、

「601～900 m2」16％、「901～1,200 m2」10％

藤代公民館で行われた明るい選挙出前講座はいつも人気

公
民
館
数
は
全
国
に
七
・
四
万
館

利
用
者
二
億
人
の
超
巨
大
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

公
民
館
は
世
界
的
に
も
珍
し
い
存

在

草
案
者
は
文
部
省
の
寺
中
氏

〈
公
民
館
七
つ
の
基
本
理
念
〉

①
自
由
と
均
等
の
原
則
②
無
料
の
原
則
③
学

習
文
化
機
関
と
し
て
の
独
自
性
の
原
則
④
職

員
必
置
の
原
則
⑤
地
域
配
置
の
原
則
⑥
豊
か

な
施
設
設
置
の
原
則
⑦
住
民
参
加
の
原
則
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そ
の
時
期
文
部
省
社
会
教
育
課
長
だ
っ

た
寺
中
氏
は
、
敗
戦
直
後
の
国
土
の
荒
廃

と
人
心
の
退
廃
に
直
面
し
て
、「
悲
惨
さ

を
も
た
ら
し
た
窮
極
の
原
因
は
、
社
会
教

育
や
公
民
教
育
が
無
視
さ
れ
て
き
た
か
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
戦
前
の
社

会
シ
ス
テ
ム
の
欠
陥
に
気
付
い
た
と
述
懐

さ
れ
て
い
ま
す
。
連
合
軍
総
司
令
部
Ｇ
Ｈ

Ｑ
が
寺
中
構
想
を
疑
問
視
す
る
中
で
、
日

本
社
会
に
お
け
る
社
会
教
育
の
必
要
性
を

力
説
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
喧
々
諤
々
の
交
渉
の
末

に
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
公
民
館
は
、「
国
民
の
教
養

を
高
め
、
道
徳
的
知
識
並
び
に
政
治
的
の

水
準
を
引
き
上
げ
、
ま
た
町
村
自
治
体
に

民
主
主
義
の
実
際
的
訓
練
を
与
え
る
と
と

も
に
、
科
学
思
想
を
普
及
し
て
、
平
和
産

業
を
振
興
す
る
基
を
築
く
こ
と
は
新
日
本

建
設
の
た
め
に
最
も
重
要
な
課
題
と
考
え

ら
れ
、
そ
の
要
請
に
応
ず
る
」（「
公
民
館

の
設
置
運
営
に
つ
い
て
」
四
六
年
七
月
付

文
部
次
官
通
牒
の
一
部
抜
粋
）
と
い
う
役

割
を
担
う
施
設
と
し
て
設
置
が
奨
励
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
設
置
要
綱
で
は
公
民
館

運
営
上
の
目
的
と
し
て
、
①
民
主
的
な
社

会
教
育
機
関
、
②
社
交
機
関
、
③
文
化
交

流
の
場
、
④
郷
土
振
興
の
機
関
、
⑤
産
業

振
興
の
原
動
力
、
⑥
地
域
住
民
の
民
主
主

義
の
訓
練
所
、
そ
し
て
⑦
青
年
の
積
極
的

な
協
力
…
…
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
公
民
館

で
地
方
政
治
を
語
り
合
っ
た
り
、
選
挙
の

公
正
性
に
つ
い
て
学
習
す
る
政
治
教
育

は
、
民
主
主
義
の
醸
成
に
は
必
要
不
可
欠

な
取
り
組
み
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

公
民
館
を
拠
点
に
展
開
す
る
社
会
教
育

は
、「
人
」「
施
設
」「
事
業
」
の
三
位
一

体
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、

公
民
館
機
能
の
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
い
う
社
会
教
育
と
は
、

「
学
校
教
育
体
系
以
外
の
場
で
、
主
と
し

て
成
人
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
教
育
」

（
広
辞
苑
）
を
指
し
、
学
校
教
育
と
社
会

教
育
が
合
体
す
る
と
生
涯
教
育
に
発
展
、

政
治
教
育
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
ま
す
。

公
民
館
に
お
け
る
政
治
教
育
、
明
推
運

動
に
つ
い
て
、
公
民
館
関
係
者
で
構
成
す

る
任
意
団
体
の
公
民
館
研
究
会
は
次
の
よ

う
に
解
説
し
て
い
ま
す
。「
生
活
を
離
れ

て
政
治
は
な
く
、
政
治
を
離
れ
て
生
活
は

な
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
生
活
と
表
裏

一
体
を
な
す
政
治
に
国
民
が
直
接
参
与
す

る
機
会
は
、
選
挙
を
お
い
て
他
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。
選
挙
を
明
る
く
き
れ
い
に
行
お

う
と
い
う
国
民
的
運
動
が
自
主
的
に
起
こ

っ
て
く
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
…
中

略
…
公
民
館
が
こ
の
よ
う
な
国
民
的
運
動

に
参
加
し
、
協
力
す
る
こ
と
は
差
し
支
え

な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
当
然
で
す
」。

ま
た
、
政
治
教
育
の
必
要
性
は
、
教
育

基
本
法
第
八
条
で
「
良
識
あ
る
公
民
た
る

に
必
要
な
政
治
教
養
は
、
教
育
上
こ
れ
を

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
国
と
し

て
認
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
教
育
法

で
も
、
第
二
三
条
第
一
項
第
二
号
に
あ
る

「
政
治
的
行
為
の
禁
止
規
定
（
特
定
の
政

党
の
利
害
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
又
は

公
私
の
選
挙
に
関
し
、
特
定
の
候
補
者
を

支
持
す
る
こ
と
の
禁
止
）」
を
守
り
、「
中

立
の
立
場
で
明
推
運
動
を
推
進
す
る
こ
と

は
全
く
問
題
が
な
い
」（
同
研
究
会
）
と

指
摘
す
る
な
ど
、
公
民
館
に
お
け
る
政
治

教
育
を
積
極
的
に
推
奨
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
公
民
館
の
現
状
を
見
る
と
、

政
治
教
育
は
や
や
敬
遠
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
公
民
館
振
興
市
町
村
長
連
盟
副
会
長

で
、
山
形
県
真
室
川
町
長
の
松
澤
直
太
郎

氏
は
「『
善
公
（
公
民
館
活
動
）
は
善
政

に
つ
な
が
る
』
と
い
う
思
い
で
、
一
九
五

二
〜
五
五
年
に
か
け
て
公
明
選
挙
運
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
青
年
団

な
ど
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
組

織
や
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
い
な
く
な
り
ま

し
た
。
行
政
は
公
民
館
と
い
う
ハ
コ
モ
ノ

を
積
極
的
に
つ
く
り
ま
し
た
が
、
公
民
館

活
動
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
」
と
落
胆
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
公
民
館
の
役
割
、
歴
史
的
な

背
景
や
前
例
を
参
考
に
す
る
と
、
全
国
公

民
館
連
合
会
事
務
局
は
「
住
民
の
た
め
に

政
治
に
関
す
る
学
習
会
を
提
供
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
全
く
問
題
は
な
い
」
と
見
て
い

ま
す
。
ま
た
「
今
日
の
政
治
的
状
況
や
、

国
民
の
政
治
的
意
識
の
低
下
等
か
ら
考
え

る
と
、
国
民
の
主
権
意
識
を
高
め
る
意
味

に
お
い
て
も
、
正
し
い
法
の
理
解
と
そ
の

た
め
の
（
公
民
館
の
）
効
果
的
利
用
が
求

め
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ら
を
読
み
取
っ

て
、
実
際
に
対
応
す
る
職
員
の
力
量
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
い
う
判
断
も
示
し

て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
下
で
、
公
民
館
事
業
に
地
域

住
民
の
目
線
に
合
わ
せ
た
政
治
教
育
を
取

【公民館の一般的な運営形態】

公民館運営審議会

中
央
公
民
館

公民館運営委員会

地
区
公
民
館
Ｅ

地
区
公
民
館
Ｄ

地
区
公
民
館
Ｃ

地
区
公
民
館
Ｂ

地
区
公
民
館
Ａ

館長　事務長

少年担当指導主事
青年担当指導主事
女性担当指導主事
成人担当指導主事

公
民
館
は
民
主
主
義
の
訓
練
場
所

公
民
館
は
明
推
運
動
へ
の
協
力
も

可
能

政
治
は
敬
遠
ぎ
み

教育委員会

教育長

教育委員会事務局
社会教育課
生涯学習課
保健体育課
学務課
その他



り
入
れ
て
い
る
地
域
が
、
青
森
県
弘
前
市

や
八
戸
市
で
す
。

弘
前
市
は
東
北
地
域
の
拠
点
都
市
で
、

江
戸
時
代
に
は
寺
社
が
運
営
す
る
寺
子

屋
、
明
治
期
以
降
の
近
代
に
は
弘
前
大
学

を
頂
点
に
し
た
学
問
が
盛
ん
な
城
下
町
と

し
て
、
学
者
や
教
育
者
な
ど
知
性
派
の
人

材
を
多
数
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
市
の
社

会
教
育
は
、
図
書
館
、
博
物
館
、
学
習
情

報
館
と
並
び
、
中
央
公
民
館
を
拠
点
に
し

た
一
二
の
地
区
公
民
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

フ
ル
活
用
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
取

り
組
ま
れ
て
い
る
重
点
施
策
に
は
、
家
庭

の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
子
育
て
学
習
支

援
、
子
供
た
ち
に
自
然
・
生
活
体
験
の
機

会
を
提
供
す
る
「
子
供
の
び
の
び
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」、
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
を

養
成
す
る
た
め
の
「
青
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

塾
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

弘
前
市
は
〇
一
年
度
か
ら
市
職
員
に
よ

る
無
料
の
出
前
講
座
を
実
施
、
公
民
館
が

そ
の
会
場
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一

方
、
県
の
「
明
る
い
選
挙
出
前
講
座
推
進

事
業
」
は
〇
三
年
度
に
青
森
県
選
管
が
予

算
を
捻
出
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

そ
の
礎
に
な
っ
た
市
町
村
へ
の
話
し
合
い

指
導
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
県
明
推
協

と
県
教
委
が
協
力
し
実
施
さ
れ
る
ほ
ど
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
選
管
も
県
と
同

様
に
取
り
組
み
、
〇
四
年
度
か
ら
市

版
″明
る
い
選
挙
出
前
講
座
″も
開
設
し
ま

し
た
。

こ
の
出
前
講
座
は
、
公
民
館
な
ど
の
社

会
教
育
機
関
・
団
体
と
各
市
町
村
選
管
・

明
推
協
が
主
催
す
る
講
座
に
対
し
て
、
講

師
派
遣
費
用
を
助
成
す
る
仕
組
み
で
す
。

事
業
を
利
用
す
る
に
は
、
ま
ず
公
民
館
側

が
年
間
計
画
に
出
前
講
座
を
盛
り
込
み
、

市
町
村
選
管
を
通
じ
て
計
画
段
階
で
県
に

相
談
し
、
開
催
回
数
や
講
師
、
テ
ー
マ
を

検
討
し
ま
す
。
実
施
後
に
実
績
報
告
を
行

い
、
講
師
へ
の
謝
金
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

肝
心
な
点
は
「
政
治
意
識
の
高
揚
に
関
す

る
話
題
に
必
ず
触
れ
る
こ
と
」
で
、
講
師

は
地
方
議
会
議
員
な
ど
公
職
者
や
公
職
候

補
者
を
除
く
、
県
内
の
人
材
を
対
象
に
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
一
方
、
弘
前
市
事
業

の
場
合
は
、
市
議
会
議
員
な
ど
の
公
職
者

も
講
師
の
対
象
に
し
て
い
る
点
が
県
事
業

と
異
な
り
ま
す
。
助
成
金
額
は
一
時
間
四
、

九
〇
〇
〜
七
、
〇
〇
〇
円
。
公
民
館
は
、

テ
ー
マ
や
講
師
に
応
じ
て
県
事
業
か
市
事

業
か
を
使
い
分
け
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

〇
二
〜
〇
三
年
度
県
事
業
の
テ
ー
マ
を

紹
介
す
る
と
、「
老
後
を
健
康
に
生
き
る

に
は
」「
損
を
し
な
い
社
会
保
険
の
仕
組

み
」「
リ
ン
ゴ
農
家
の
活
性
化
」「
市
町
村

合
併
と
エ
コ
マ
ネ
ー
」「
環
境
問
題
・
白

神
山
地
の
今
昔
」「
住
民
の
政
治
意
識
の

高
揚
を
図
る
」「
地
域
で
子
供
を
育
む
」

「
北
東
北
三
県
広
域
連
携
」
な
ど
比
較
的

広
域
的
な
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
一
方
の
市
事
業
で
は
、「
市
議
会
に

お
け
る
城
東
小
学
校
増
改
築
の
経
過
」

「
新
し
く
生
ま
れ
代
わ
っ
た
中
央
清
掃
工

場
」「
市
町
村
合
併
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」

「
無
登
録
農
薬
問
題
」「
地
方
選
を
終
え
て
」

「
婦
人
病
の
予
防
」「
青
森
県
の
政
治
・
経

済
」「
市
政
を
語
る
」
な
ど
身
近
な
テ
ー

マ
も
多
く
、
市
議
会
議
員
や
地
元
医
師
な

ど
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

市
選
管
事
務
局
次
長
の
小
野
恒
和
氏
は

「
市
政
を
良
く
す
る
に
は
、
個
人
の
教
養

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
基
礎
に
な
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
子
供
と
大
人
が
親
し
く
触

れ
合
っ
て
、
文
字
で
は
な
い
知
識
を
感
じ

て
も
ら
う
場
が
、
今
の
社
会
に
は
欠
如
し

て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
公
民
館
と
連
携

し
て
、
豊
か
な
感
性
を
持
っ
た
社
会
人
を

育
て
て
い
く
こ
と
が
明
推
運
動
の
理
想
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
公
民
館
活
動
と

明
推
運
動
の
連
携
を
強
調
し
ま
す
。

県
明
推
協
会
長
の
石
崎
宜
雄
氏
は
弘
前

市
の
事
例
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
ま
す
。

「
本
来
公
民
館
は
政
治
講
座
を
取
り
上
げ

る
べ
き
施
設
で
す
が
、
人
が
集
ま
り
に
く

い
な
ど
の
理
由
で
逃
げ
腰
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
明
推
協
の
単
独
事
業
で
明
推

運
動
を
実
施
し
て
も
行
き
詰
ま
り
や
す

い
。
地
域
に
入
り
込
ん
で
い
く
に
は
公
民

館
の
力
を
借
り
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
出
前
講
座
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

明
推
協
と
公
民
館
が
手
足
の
役
割
を
す
る

と
、
明
る
い
推
進
運
動
に
と
っ
て
効
果
的

な
こ
と
が
、
弘
前
市
の
事
例
で
よ
く
分
か

り
ま
す
」。

青
森
県
内
の
他
市
町
村
で
も
県
の
出
前

講
座
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
八
戸
市
は

〇
二
年
度
に
「
統
一
地
方
選
と
町
内
会
等

の
役
割
」「
こ
れ
で
い
い
の
？
私
た
ち
の

投
票
率
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
六
回
、
十
和

田
市
は
「
議
会
と
地
方
自
治
」「
福
祉
施

策
と
障
害
児
教
育
の
方
向
に
思
う
」
な
ど

の
話
題
で
四
回
、
青
森
市
で
は
「
政
治
と

お
金
と
私
た
ち
の
生
活
」
な
ど
三
回
、
さ

ら
に
む
つ
市
、
尾
上
町
、
平
賀
町
、
木
造

町
、
田
舎
館
村
、
中
里
町
、
下
田
町
、
南

郷
村
な
ど
五
市
五
町
二
村
で
三
七
回
実
施

さ
れ
、
〇
一
年
度
よ
り
二
町
八
講
座
増
え
、

徐
々
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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県
に
併
せ
て
弘
前
市
も
講
座
を
出

前

明
推
協
と
公
民
館
が
手
足
の
役
目

を
果
た
す

青
森
県
内
一
二
市
町
村
で
出
前
講

座

社
会
教
育
で
次
代
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
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八
戸
市
明
推
協
の
組
織
に
は
公
民
館
館

長
が
役
員
に
加
わ
り
、
市
単
独
事
業
で
も

年
三
回
、
明
推
協
主
催
の
出
前
講
座
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
選
管
主
任
主
査
の

金
田
秀
則
氏
は
「
生
涯
学
習
活
動
の
中
で
、

選
挙
や
政
治
を
前
面
に
取
り
上
げ
て
も
、

市
民
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
い
。
普
段

の
公
民
館
活
動
の
中
で
明
推
運
動
が
組
み

込
ま
れ
る
と
活
動
し
や
す
い
」
と
語
り
ま

す
。
ま
た
市
明
推
協
会
長
の
船
田
勝
美
氏

は
「
公
民
館
を
子
供
た
ち
の
宿
題
の
場
に

開
放
し
た
り
、
出
前
講
座
で
も
堅
く
な
り

や
す
い
政
治
の
話
は
で
き
る
だ
け
わ
か
り

や
す
く
し
、
日
常
の
話
し
合
い
の
中
に
必

ず
投
票
の
話
を
織
り
込
む
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。
若
い
人
の
投
票
率
を
向
上
さ

せ
る
に
は
、
サ
ケ
が
生
ま
れ
た
川
に
遡
上

す
る
よ
う
に
、
若
い
時
か
ら
明
推
運
動
に

触
れ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
指
摘

し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
明
推
協
と
選
管
、
公
民
館
が

連
動
す
る
に
は
、
各
組
織
間
の
情
報
交

換
・
交
流
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
県
明
推
協

と
県
選
管
、
県
教
委
は
、
「
社
教
・
選

管
・
公
民
館
・
明
推
協
合
同
研
修
会
」
を

行
い
、
縦
割
り
の
壁
を
破
る
努
力
を
し
て

い
ま
す
。
研
修
参
加
者
は
、
各
地
の
実
施

状
況
な
ど
を
情
報
交
換
し
、
担
当
者
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、
出
前
講
座

の
実
施
地
区
と
回
数
、
参
加
者
を
増
や
す

た
め
の
工
夫
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
出
前
講
座
の
効
果
を
ア
ッ
プ
さ

せ
る
た
め
に
講
師
や
司
会
者
の
資
質
、
講

座
内
容
を
確
認
し
、
住
民
本
位

の
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
設
定

や
講
座
内
容
の
マ
ン
ネ
リ
化
を

避
け
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
作
り

に
腐
心
し
ま
す
。
例
え
ば
研
修

会
で
は
、
講
師
の
適
性
度
、
参

加
者
募
集
の
あ
る
べ
き
手
法
、

講
座
で
得
た
知
識
を
実
践
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
…

…
な
ど
、
企
画
立
案
の
留
意
点

を
学
習
し
て
い
ま
す
（
表
参
照
）。

他
の
自
治
体
で
は
、
公
民
館

活
動
を
通
し
て
政
治
教
育
は
ど

う
実
行
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

和
歌
山
県
田
辺
市
で
は
三
な

い
運
動
の
推
進
と
投
票
率
向
上

を
狙
っ
て
明
推
協
と
公
民
館
組

織
が
が
っ
ち
り
と
手
を
組
ん
だ

組
織
づ
く
り
を
展
開
中
で
す
。

市
人
口
七
万
人
、
有
権
者
五
万

人
の
中
で
、
市
明
推
協
推
進
委

員
は
約
三
八
〇
人
い
ま
す
。
こ
の
中
に
一

六
地
区
の
公
民
館
館
長
と
社
会
教
育
主

事
、
各
公
民
館
で
百
世
帯
に
一
人
を
目
安

に
地
域
推
進
委
員
を
選
び
、
明
推
運
動
と

公
民
館
活
動
を
一
体
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

明
推
協
の
地
区
の
話
し
合
い
も
公
民
館
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
明
推
協
会
長
の
市
田
駿
太
郎

氏
は
現
状
を
こ
う
見
て
い
ま
す
。「
選
挙

が
行
わ
れ
る
時
だ
け
啓
発
運
動
を
行
っ
て

も
、
投
票
率
ア
ッ
プ
に
直
接
結
び
つ
き
ま

せ
ん
。
ま
た
繁
華
街
の
イ
ベ
ン
ト
で
運
動

を
展
開
す
る
よ
り
も
各
地
域
で
行
っ
た
方

が
効
果
的
で
す
。
日
常
的
に
明
推
運
動
が

あ
る
こ
と
を
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
に

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
話
し
合
い
や
運
動
会

と
い
っ
た
公
民
館
活
動
の
中
に
取
り
入
れ

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
」。

大
阪
府
貝
塚
市
が
市
単
独
事
業
と
し
て

〇
二
年
一
〇
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
出
前

講
座
「
コ
ス
モ
ス
市
民
講
座
」
は
、
二
年

度
目
に
九
三
講
座
が
実
施
さ
れ
二
、
二
一

〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
座
メ
ニ
ュ
ー

に
は
「
広
域
行
政
」「
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」「
地
方
財
政
の
仕
組
み
と
市
の

状
況
」「
Ｉ
Ｔ
化
と
市
民
生
活
」「
ご
み
の

再
資
源
化
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
」「
高

齢
者
の
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
っ

た
地
方
自
治
の
テ
ー
マ
が
並
び
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
市
民
講
座
の
目
的
は
「
市
民

と
行
政
が
と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り
」
で

す
。
市
社
会
教
育
課
長
の
島
野
久
光
氏
は

次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。「
貝
塚
市
は
第

三
次
総
合
計
画
で
『
活
力
あ
ふ
れ
る
住
み

よ
い
交
流
都
市
の
創
造
』
を
ま
と
め
ま
し

明るい選挙出前講座の留意点
1. 講座の切り口がテーマに挙げた視点からか
け離れていないか

2. 講座のテーマが講師ありきになっていないか

3. 講師は適切で、参加者が理解することに十
分配慮しているか

4. 参加者募集が単なる人集めになっていないか

5. 話題が飛躍しすぎて論点がぼけていないか

6. 講座の経験が次回に生かされているか

7. 講座で吸収した知識が実践で発揮される機
会が確保されているか

8. 講座を利用しやすい環境が整備されている
か

【青森県社教・選管・公民館・明推協合同研修会で取り上げた出前講座活性化対策のポイント】
具体的な対応策

八
戸
市
明
推
協
も
出
前
講
座
を
実

施縦
割
り
行
政
の
壁
を
破
る
た
め
、

明
推
協
と
選
管
、
公
民
館
が
連
携

大
阪
・
貝
塚
市
で
も
出
前
の
コ
ス

モ
ス
講
座
　
公
民
館
な
ど
身
近
な
場

所
で
開
講

和
歌
山
・
田
辺
市
で
は
公

民
館
長
が
参
加

多くの参加者が興味を持てる身近な話題を取
り上げる
テーマを選定した後、講師を見つけるスタイル
が望ましい
企画したテーマを分かりやすく伝えることがで
きるのは誰かといった視点で講師を選定する
講座の面白さを、どうやって伝えていくか工
夫する
簡潔で論理的な説明に心掛ける。話題を展開
する場合、テーマの流れとつながりを明らか
にする
参加者ニーズの掌握に努め、より良い講座に仕
上げていく
講座のテーマに沿った地方議会の傍聴を行う
など、参加者の一層の理解を促す
開催した講座リストを公開し、評判が良かった
講座を再度実施したり、データ編集してウェブ
などで情報公開する
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た
。
そ
の
理
念
を
実
現
す
る
に
は
市
民
と

行
政
が
と
も
に
情
報
を
共
有
、
学
習
し
て
、

参
画
・
協
働
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
コ

ス
モ
ス
講
座
は
市
民
参
加
に
よ
る
分
権
型

社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
事
業
で
す
」。

こ
の
事
業
は
年
度
当
初
に
市
側
か
ら
講

座
メ
ニ
ュ
ー
を
市
民
に
提
案
し
、
市
民
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
、要
望
を
募
り
、担
当

部
署
と
調
整
後
に
再
提
案
し
ま
す
。
市
民

側
は
、
一
〇
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
希
望

す
る
場
所
で
講
座
を
選
ん
で
申
請
、
市
側

は
担
当
部
署
の
職
員
を
無
料
で
派
遣
す
る

仕
組
み
で
す
。
講
座
会
場
に
は
市
立
公
民

館
が
一
割
強
、
残
り
は
町
会
館
、
団
地
集

会
所
、
学
校
な
ど
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
当
市
に
は
公
民
館
が
三
館
し
か
な
い
た

め
、
公
民
館
以
外
の
身
近
な
集
会
所
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
各
学
校

区
に
公
民
館
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
」（
島
野
課
長
）
と
い
う
。

事
業
が
実
現
す
る
ま
で
に
は
、
貝
塚
市

内
部
で
も
「
余
計
な
仕
事
が
増
え
る
」

「
市
民
の
苦
情
を
聞
く
こ
と
に
な
ら
な
い

か
」「
業
務
な
の
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の

か
」
と
ク
レ
ー
ム
が
出
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
平
成
大
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
」「
学
ぶ
こ
と
、

語
り
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
」「
学
ん
だ
こ
と
を
発
信
す
る
意

義
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
」
と
参
加
者
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
上
々
で
、
今
で
は
住

民
対
話
の
重
要
な
事
業
に
な
り
ま
し
た
。

選
管
か
ら
は
投
票
の
仕
組
み
、
議
会
事

務
局
か
ら
は
議
会
の
仕
組
み
と
い
っ
た
政

治
教
育
講
座
が
提
案
さ
れ
ま
す
が
、
参
加

希
望
は
少
な
い
状
況
で
す
。
し
か
し
青
森

県
で
出
前
講
座
を
工
夫
し
て
い
る
よ
う

に
、
分
か
り
や
す
く
、
面
白
い
講
座
が
設

定
で
き
れ
ば
、
政
治
教
育
講
座
の
参
加
者

も
多
く
な
る
と
、
島
野
課
長
も
指
摘
し
て

い
ま
す
。

明
推
運
動
が
地
域
全
体
に
浸
透
し
て
い

く
手
段
と
し
て
、
年
間
二
億
人
が
利
用
す

る
公
民
館
活
動
と
連
携
す
る
こ
と
は
大
変

効
果
が
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
投
票
率
低
下
が
著
し
い
若
者
層
は
、

公
民
館
活
動
か
ら
も
離
れ
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。
前
出
の
松
澤
副
会
長
は
「
新
潟

県
中
越
地
震
で
公
民
館
が
避
難
所
に
な
っ

て
い
る
の
を
見
る
た
び
に
、
公
民
館
の
大

切
さ
が
身
に
沁
み
ま
す
。
本
来
公
民
館
の

仕
事
は
、『
無
意
識
集
団
を
意
識
集
団
に

変
え
て
い
く
こ
と
』
で
、
今
も
昔
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。
行
政
だ
け
が
現
場
に
入
っ
て

も
ま
ち
づ
く
り
の
組
織
は
立
ち
直
り
ま
せ

ん
が
、
公
民
館
な
ら
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

公
民
館
に
子
ど
も
を
集
め
る
よ
う
に
工
夫

す
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
や
政
治
教
育
を

推
進
す
る
た
め
に
も
っ
と
公
民
館
を
利
用

す
べ
き
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、
今
後

の
取
り
組
み
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま

す
。

の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
や
指
定
さ

れ
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
投
票
日

の
前
に
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

期
日
前
投
票
が
、
投
票
用
紙
に
候
補
者

名
を
記
入
し
て
直
接
投
票
箱
に
入
れ
れ
ば

よ
い
の
に
比
べ
て
、
不
在
者
投
票
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
の
手
続
き
を
要
し
ま
す
。
す

な
わ
ち
投
票
用
紙
に
候
補
者
名
を
記
入

し
、
投
票
用
封
筒
の
内
封
筒
に
入
れ
、
さ

ら
に
外
封
筒
に
入
れ
て
か
ら
、
表
側
に
自

分
の
氏
名
を
自
書
し
ま
す
。
そ
し
て
立
会

人
の
署
名
押
印
を
受
け
て
か
ら
選
挙
管
理

委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
選
挙
期
日
前
に
投
票
で
き
る
期

間
及
び
時
間
は
、
期
日
前
投
票
も
不
在
者

投
票
も
共
通
で
す
。

期
日
前
投
票
は
、
期
日
前
投
票
日
に
選

挙
権
の
有
無
が
認
定
さ
れ
る
の
で
、
投
票

後
に
転
居
や
死
亡
等
の
事
由
が
発
生
し
て

選
挙
期
日
に
選
挙
権
を
失
っ
た
と
し
て
も

有
効
な
投
票
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
不
在
者
投
票
は
、
選
挙
期
日
に
転
居
や

死
亡
等
に
よ
り
選
挙
権
を
失
っ
て
い
れ
ば

投
票
が
無
効
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
た
た
め
、
期
日

前
投
票
者
数
は
従
前
の
名
簿
登
録
地
市
町

村
に
お
け
る
不
在
者
投
票
者
数
に
比
較
し

て
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。
平
成
一
六

年
七
月
に
実
施
さ
れ
た
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
（
選
挙
区
選
挙
）
の
期
日
前
投
票
者

数
は
七
、
一
七
一
、
三
九
〇
人
で
、
前
回

の
平
成
一
三
年
通
常
選
挙
名
簿
登
録
地
市

町
村
に
お
け
る
不
在
者
投
票
者
数
、
五
、

七
六
六
、
八
八
八
人
に
比
べ
一
、
四
〇
四
、

五
〇
二
人
、
二
四
・
三
五
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
ま
し
た
。

期日前投票と不在者投票

期
日
前
投
票
と
不
在
者
投
票
と
は

ど
の
よ
う
に
違
い
ま
す
か
。

選
挙
期
日
（
投
票
日
）
に
仕
事
や

旅
行
な
ど
の
予
定
が
あ
る
た
め
に
、

投
票
へ
行
け
な
い
有
権
者
の
た
め
に
、

「
期
日
前
投
票
制
度
」
や
「
不
在
者
投
票

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

期
日
前
投
票
制
度
は
、
有
権
者
が
投
票

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
従
来
の

不
在
者
投
票
制
度
を
改
め
て
、
平
成
一
五

年
に
公
職
選
挙
法
を
改
正
し
て
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
不
在
者

投
票
制
度
も
引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
の
二
つ
の
制
度
は
ど
の
よ

う
に
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

期
日
前
投
票
制
度
は
、
有
権
者
が
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
を
行
う
場
合

に
、
投
票
日
の
前
で
あ
っ
て
も
、
投
票
日

と
同
様
の
手
続
き
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

一
方
、
不
在
者
投
票
制
度
は
、
仕
事
や

旅
行
先
な
ど
の
選
挙
人
名
簿
登
録
地
以
外

A Q

明
推
運
動
と
公
民
館
の
連
携
に
期

待
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●
行
政
と
住
民
の
協
働
を

興
味
が
あ
る
の
は
、
行
政
と
住
民
の
協

働
に
つ
い
て
で
す
（
青
森
県
・
男
性
）。

●
高
齢
者
な
ど
の
介
助
を

参
加
す
る
と
し
た
ら
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
介
助
を
す
る
活
動
に
参
加
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
（
秋
田
県
・
男
性
）。

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
（
宮
城
県
・
女
性
）。

●
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

町
内
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
や
選
挙

の
啓
発
活
動
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
（
秋
田
県
・
男
性
）。

●
工
芸
熱
を
上
げ
た
い
な
あ

秋
田
の
工
芸
熱
を
上
げ
た
い
な
あ
と
思

い
ま
す
。
優
れ
た
技
術
を
も
っ
て
い
る
人

が
い
て
も
、
活
躍
で
き
る
場
所
が
な
い
の

で
・
・
・
（
秋
田
県
・
女
性
）。

●
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う

地
域
の
運
動
会
や
会
議
等
の
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

去
る
一
〇
月
九
日
（
土
）、
一
〇
日
（
日
）
に
沖
縄
県
で
、
一
〇
月
二
三
日
（
土
）、

二
四
日
（
日
）
に
秋
田
県
で
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
と
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
若
者
た

ち
が
参
加
し
て
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
主
催
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

社
会
と
の
関
係
が
薄
い
、
政
治
・
選
挙
に
無
関
心
と
い
わ
れ
る
若
者
た
ち
だ
が
、
そ
の

若
者
た
ち
は
、
ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
政
治
・
選
挙
へ

の
若
者
の
関
心
を
高
め
る
方
策
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
会
に
参
加
し
た
若
者
た
ち
に
一
言
ず
つ
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

●
子
ど
も
た
ち
と
自
然
体
験

中
・
高
校
生
時
代
に
は
町
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
て
、
主

な
活
動
は
子
ど
も
と
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、

自
然
体
験
を
す
る
子
ど
も
会
に
参
加
す
る

こ
と
で
し
た
（
宮
城
県
・
女
性
）。

●
消
防
救
助
な
ど
で
や
り
が
い

消
防
団
に
入
団
し
て
い
ま
す
。
地
域
防

災
及
び
消
防
救
助
と
い
う
意
味
で
は
、
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
（
北
海
道
・
男

性
）。

●
吹
奏
楽
で
演
奏

地
元
の
一
般
市
民
の
吹
奏
楽
団
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
大
会
出
場
を
は
じ
め
、
幼

稚
園
・
保
育
所
や
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
演
奏
し
て
い
ま
す
（
秋
田
県
・

女
性
）。

●
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
入
っ
て
お
り
、
月

二
・
三
回
、
土
日
に
五
歳
か
ら
高
三
ま
で

の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
・
訓

練
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
な

ど
を
し
て
い
ま
す
（
宮
城
県
・
女
性
）。

●
研
修
で
得
た
知
識
を
伝
え
る

今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、
今
回
の

よ
う
な
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
で
得
た
知

識
を
周
り
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と

①
日
頃
、
ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
市

民
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
か
。

若
者
も
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い

る
。
ま
た
、
政
治
・
選
挙
に
関
心
を
も
た

せ
る
に
は
教
育
が
必
要
と
若
者
自
ら
が
訴

え
て
い
る
。
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自
分
が
住
ん
で
い
る
町
は
、
少
子
高
齢
化

が
か
な
り
進
ん
で
い
る
の
で
、
若
い
自
分

が
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
（
福
岡
県
・

男
性
）。

●
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

青
年
団
の
団
員
と
し
て
、
町
内
の
高
校

生
た
ち
や
小
学
生
た
ち
と
交
流
を
図
る
こ

と
で
、
次
世
代
の
町
を
担
っ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
が
地
元
の
良
さ
を
わ
か
っ
て
く
れ

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
（
佐
賀
県
・

女
性
）。

●
お
年
寄
り
と
ふ
れ
あ
い

老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問
し
て
、
お
年
寄
り

と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
自
分
た
ち
も
人
生

の
先
輩
の
意
見
を
聞
い
た
り
し
て
、
お
互

い
が
交
流
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
（
大
分
県
・
男
性
）。

●
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

消
防
団
活
動
や
組
合
な
ど
で
の
町
内
美

化
運
動
を
は
じ
め
、
自
分
が
で
き
る
範
囲

と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
は
思
っ
て
い

ま
す
（
宮
崎
県
・
男
性
）。

●
意
外
と
き
れ
い
に
な
る

海
岸
の
ゴ
ミ
拾
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
力
で
も
意
外
と

き
れ
い
に
な
る
こ
と
に
感
動
を
覚
え
ま
し

た
（
沖
縄
県
・
男
性
）。

●
選
挙
に
行
き
や
す
い
環
境

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
投
票
で
き
た

り
、
選
挙
に
行
き
や
す
い
環
境
に
す
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
不
信
や

公
約
違
反
、
選
挙
違
反
な
ど
が
増
え
て
選

挙
に
対
す
る
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
、
長
く
か
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
た
め

に
も
公
正
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
（
福
岡

県
・
男
性
）。

●
も
っ
と
青
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を

若
者
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
理
解

す
る
た
め
に
も
、
青
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

の
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
（
福
岡
県
・
男
性
）。

●
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
教
育
現
場
で
の
学

習自
分
が
国
政
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
勉
強
会
や
イ
ベ
ン

ト
を
若
者
が
多
く
集
ま
る
場
所
で
実
施
し

た
り
、
若
者
向
け
の
雑
誌
な
ど
で
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
の
教
育
現
場
で
の
学
習
が
大
事
で

す
が
、
家
庭
内
で
、
特
に
親
も
政
治
に
興

味
を
も
っ
て
、
子
ど
も
と
話
を
す
る
機
会

を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す

（
長
崎
県
・
女
性
）。

●
広
報
活
動
の
強
化

わ
か
り
や
す
く
政
治
の
し
く
み
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
の
手
だ
て
（
フ
ロ
ー
チ

ャ
ー
ト
や
ま
ん
が
）
を
考
え
る
と
か
、
不

在
者
投
票
に
つ
い
て
の
情
報
を
も
っ
と
広

め
る
と
か
、
広
報
活
動
を
強
化
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
（
鹿
児
島
県
・
女

性
）。

●
デ
ィ
ベ
ー
ト
で

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
よ
う
に
議
論
を
深
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
と
政
治
に
関
心

が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

（
沖
縄
県
・
男
性
）。

●
中
高
生
か
ら
の
選
挙
教
育
を

中
高
生
の
段
階
で
選
挙
の
教
育
を
し

て
、
若
者
が
選
挙
に
行
き
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
（
沖
縄
県
・
男

性
）。

●
選
挙
に
行
っ
た
ら
い
い
こ
と
あ
る
よ

今
の
若
者
は
自
分
に
得
る
も
の
が
な
い

と
動
か
な
い
の
で
、「
選
挙
に
行
っ
た
ら

い
い
こ
と
が
あ
る
よ
」
み
た
い
な
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
（
北

九
州
市
・
男
性
）。

●
身
近
な
も
の
に
す
る

身
近
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
四
年
に
一
度
の
選
挙
で
は
な
く
、

日
々
の
生
活
が
選
挙
に
つ
な
が
る
と
い
う

位
置
づ
け
。
そ
の
た
め
に
は
、
政
治
家
と

市
民
の
対
話
集
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
）
を
行
っ
た
り
、
中
学
・
高
校
の
授
業

の
な
か
で
政
治
に
関
心
を
も
た
せ
た
り
す

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
（
福
岡
県
・
男

性
）。

●
実
体
験
と
し
て
の
政
治
参
加
を

一
票
を
も
つ
と
い
う
こ
と
、
権
利
を
行

使
す
る
と
い
う
こ
と
な
ど
、
実
体
験
と
し

て
の
政
治
参
加
を
一
人
ひ
と
り
が
実
感
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
（
福
岡
県
・
男

性
）。

②
ど
う
し
た
ら
、
若
者
の
政
治
や
選
挙

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す

か
。
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14

て
″制
作
教
室
″を
開
き
ま
す
が
、
大
変
好

評
で
す
。
女
性
の
方
が
積
極
的
に
参
加
し

て
く
れ
ま
す
が
、
男
性
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
針
仕
事
が
得
意
な
方
は
二
時
間
程
度

で
作
り
上
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
初
対
面
の

参
加
者
同
士
が
仲
良
く
、
教
え
あ
い
な
が

ら
作
り
ま
す
の
で
、
研
修
会
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

話
し
合
い
学
習
で
は
、
何
を
テ
ー
マ
に

選
べ
ば
い
い
か
悩
む
と
こ
ろ
で
す
が
、
秋

田
県
明
推
協
で
は
、
い
ろ
は
四
八
文
字
か

ら
始
ま
る
一
口
コ
メ
ン
ト
を
集
め
た
カ
ル

タ
「
い
ろ
は
四
十
八
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

守
山
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
選

管
で
は
、「
黄
色
い
手
袋
の
め
い
す
い
く

ん
」
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
話
し
合
い

活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
利
用
し

て
い
ま
す
。

選
挙
の
啓
発
活
動
に
合
わ
せ
て
、「
め

い
す
い
く
ん
」
の
手
作
り
教
室
を
開
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
政
治
や
選
挙
の
難
し

い
話
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
な

ら
誰
で
も
と
っ
つ
き
や
す
く
人
気
も
上
々

で
す
。

開
催
は
公
募
の
方
法
を
取
ら
ず
、
市
内

の
い
ろ
い
ろ
な
団
体
に
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
女
子

高
校
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
な
る
団
体

に
呼
び
か
け
、
女
子
高
校
で
は
一
二
月
に

行
う
予
定
で
す
。

参
加
人
数
は
だ
い
た
い
七
〜
八
人
で
、

制
作
時
間
は
二
時
間
半
〜
三
時
間
程
度
。

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で

参
加
者
は
「
め
い
す
い
く
ん
」
作
り
に
精

を
出
し
ま
す
。

参
加
者
は
女
性
が
多
い
の
で
す
が
、
男

性
も
や
っ
て
み
る
と
「
結
構
、
面
白
か
っ

た
」
と
好
評
で
す
。

手
作
り
教
室
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
参
加
者

に
負
担
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
手
袋
や
中
に
詰
め
る
綿
な
ど
の

材
料
は
協
議
会
で
用
意
し
て
お
り
、
作
り

方
も
簡
単
で
す
。

め
い
す
い
く
ん
の
、
明
る
い
選
挙
推
進

運
動
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

の
位
置
づ
け
や
活
用
事
例
な
ど
を
説
明
し

ま
す
の
で
、
明
る
い
選
挙
の
話
し
合
い
の

き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

自
分
が
作
っ
た
か
わ
い
い
「
め
い
す
い
く

ん
」
を
持
ち
帰
り
、
自
宅
に
飾
っ
て
お
け

ば
、「
め
い
す
い
く
ん
」
を
見
て
家
族
の

誰
か
が
政
治
や
選
挙
を
気
に
と
め
た
り
、

話
題
に
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

と
い
う
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
主
催
の
研
修
会

で
も
こ
の
人
形
作
り
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。研
修
参
加
者
か
ら
希
望
を
募
っ

ス 
テップ 
　アップ 「

話
し
合
い
学
習
」
活
動

話
し
合
い
活
動
の
い
ろ
い
ろ

連
載
第
四
回

前
回
は
、
基
本
的
な
討
議
の
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
各
地
で
工
夫
さ
れ

て
い
る
話
し
合
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
、
話
し
合
い
の
材
料
の
作
成
な
ど
の
取
り
組
み
や
い
ろ

い
ろ
な
型
を
と
っ
て
い
る
話
し
合
い
を
紹
介
し
ま
す
。

明るい選挙推進協会主催の研修会での人形作り

■
人
形
作
り
で
話
し
合
い
の
き
っ
か
け
を

1

■
話
し
合
い
の
材
料
に
い
ろ
は
か
る
た
を

2
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こ
れ
ら
は
、
選
挙
の
意
義
、
一
票
の
力
、

電
子
投
票
、
選
挙
犯
罪
、
高
齢
者
と
選
挙
、

青
年
と
選
挙
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
要
素
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
啓
発
の
す
べ
て
に

ふ
れ
て
い
る
の
で
、
話
し
合
い
の
テ
ー
マ

と
し
て
便
利
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
話
し
合
い
の
際
に
は
、
意
見
が
出
や

す
い
よ
う
に
、
身
近
な
問
題
や
課
題
と
関

係
を
も
た
せ
る
方
が
、
話
を
展
開
し
や
す

い
の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
を
見
本
と
し
て
自
分
た
ち

で
作
っ
て
み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
学
習
を
一
層
効
果
あ
る
も
の
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
探
り
で
も
い

い
の
で
、
自
分
た
ち
で
作
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
表
現
に
し

た
り
、
地
域
の
特
性
や
状
況
を
織
り
込
ん

だ
り
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

本
作
成
も
話
し
合
い

鹿
児
島
県
名
瀬
市
の
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
で
は
六
年
ほ
ど
前
か
ら
、
啓
発
の

手
段
と
し
て
寸
劇
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
最
初
は
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
対
象
が
広
が
り
、

専
門
学
校
の
学
生
た
ち
な
ど
若
い
世
代
に

も
見
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

寸
劇
を
通
し
て
、
三
な
い
運
動
、
選
挙

に
対
す
る
自
覚
、
候
補
者
の
選
び
方
な
ど

を
訴
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
興
味

を
も
っ
て
見
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
劇
の
台
本
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

名
瀬
市
明
推
協
で
は
、
一
般
向
け
と
学

生
向
け
の
寸
劇
を
用
意
し
て
お
り
、
一
般

向
け
の
場
合
に
は
、
お
年
寄
り
が
多
い
の

で
、
テ
レ
ビ
や
茶
の
間
で
話
題
に
な
っ
て

い
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
人
気
番
組
の「
水
戸
黄
門
」ご
一
行
様
が

奄
美
を
訪
れ
る
な
ど
で
す
。
ま
た
、
学
生

向
け
に
は
、
二
〇
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の

若
い
人
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
例
え
ば
成
人
式
で
の
風
景
の
中
か
ら

劇
化
し
て
、
問
答
形
式
で
選
挙
の
こ
と
を

初
歩
か
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
台
詞
も
大
切
で
す
。
一
般
向
け

に
は
、「
シ
マ
ユ
グ
タ
」
つ
ま
り
「
島
の

言
葉
」
そ
の
ま
ま
の
訛
り
や
方
言
で
、
ユ

ー
モ
ア
を
挟
み
な
が
ら
、
飽
き
さ
せ
ず
に
、

楽
し
く
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
配
慮
し
ま

す
。
反
対
に
、
本
土
や
沖
縄
か
ら
来
て
い

る
人
が
多
い
学
生
向
け
に
は
主
に
標
準
語

を
使
っ
て
い
ま
す
。

個
々
の
劇
の
テ
ー
マ
や
シ
ナ
リ
オ
は
み

ん
な
で
話
し
合
い
、
考
え
て
い
ま
す
。
ス

ト
ー
リ
ー
が
決
ま
れ
ば
、
台
本
を
ま
と
め

ま
す
。
そ
し
て
、
練
習
を
し
て
み
て
「
こ

こ
は
こ
う
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
」
な
ど

の
意
見
が
出
ま
す
か
ら
、
ま
た
、
そ
こ
で

練
り
直
し
を
し
ま
す
。

劇
を
見
て
話
し
合
い
に
つ
な
が
れ
ば

出
演
者
は
全
員
、
明
推
協
の
メ
ン
バ
ー

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
一
つ
の
公
演
に

一
四
〜
一
五
人
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
す
。
練
習
は
公

演
ま
で
に
だ
い
た
い
五
〜
六
回
行
っ
て
い

ま
す
。
忙
し
い
方
が
多
い
の
で
、
練
習
は

夜
だ
っ
た
り
、
昼
だ
っ
た
り
と
、
時
間
が

取
れ
る
と
き
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
だ
い
た
い
年
三
回
程
度
、
公

演
し
て
き
ま
し
た
。
寸
劇
を
通
し
て
啓
発

が
浸
透
し
て
い
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
正
確
な
統
計
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
違

反
が
少
な
く
な
り
、
ま
た
、
政
治
に
対
す

る
知
識
も
向
上
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
街
頭
に
出
向
く
こ
と
の
で
き
な

い
よ
う
な
、
施
設
に
い
る
方
々
に
対
し
て

は
慰
安
を
兼
ね
て
訪
問
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
政
治
や
選
挙
に
対
す
る
関
心

や
理
解
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
幅
広
い
方
に

広
が
っ
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

宮
崎
県
都
城
市
で
は
一
三
の
話
し
合
い

グ
ル
ー
プ
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

番
歴
史
の
古
い
グ
ル
ー
プ
は
昭
和
三
七
年

人気番組「水戸黄門」ご一行様を皆で演じた

「
い
ろ
は
四
十
八
」

い：

一
票
で
み
ん
な
が
つ
く
る
元
気
な

秋
田

ろ：

炉
端
無
く
と
も
選
挙
の
話
で
弾
む
家

は：

買
収
は
郷
土
の
大
き
な
恥
と
な
る

つ：

都
合
あ
り
不
在
者
投
票
で
済
ま
す
僕

お：

贈
ら
な
い
求
め
な
い
受
け
取
ら
な
い

く：

暗
い
酒
陣
中
見
舞
と
書
い
て
あ
り

こ：

顧
客
よ
り
候
補
者
出
入
り
多
い
店

え：

選
ん
で
も
意
思
が
通
じ
ぬ
無
効
票

き：

義
理
あ
っ
て
迷
っ
て
い
ま
す
投
票
日

せ：

青
年
の
大
志
は
選
挙
で
表
れ
る

―
―
な
ど

■
寸
劇
で
話
し
合
い

3

■
生
け
花
や
料
理
も

4



か
ら
で
、
実
に
四
〇
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

息
長
く
活
動
が
続
い
て
い
る
理
由
は
何

で
し
ょ
う
か
。
一
つ
は
話
し
合
い
だ
け
で

は
な
く
、
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
に
、
生

け
花
や
料
理
、
舞
踊
な
ど
の
活
動
も
合
わ

せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

話
し
合
い
学
習
の
テ
ー
マ
は
、
公
職
選

挙
法
、
時
事
問
題
（
政
治
・
経
済
・
国
際

関
係
な
ど
）、
議
会
傍
聴
・
裁
判
傍
聴
、

市
の
講
座
（
農
政
・
財
政
・
保
健
衛
生
・

福
祉
・
公
害
・
教
育
・
都
市
計
画
・
土

木
・
そ
の
他
市
政
一
般
）
で
す
。

都
城
市
で
も
若
い
人
た
ち
の
意
識
向
上

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
事

業
所
の
訪
問
の
ほ
か
、
母
親
学
級
や
家
庭

教
育
学
級
の
学
習
の
中
に
選
挙
に
つ
い
て

の
講
座
や
議
会
傍
聴
な
ど
の
機
会
を
設

け
、
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
議
会
傍

聴
で
は
、
市
議
会
本
会
議
に
出
席
し
て
、

一
般
質
問
な
ど
を
傍
聴
し
、
そ
の
後
、
グ

ル
ー
プ
内
で
意
見
や
感
想
を
述
べ
合
っ

て
、
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

大
阪
府
の
河
内
長
野
市
で
は
、
中
学
生

に
啓
発
ビ
デ
オ
を
見
て
も
ら
っ
て
、
政
治

や
選
挙
に
つ
い
て
の
意
見
や
考
え
を
聞
き

ま
し
た
。

座
談
会
に
は
男
子
生
徒
二
人
、
女
子
生

徒
五
人
が
出
席
し
、
明
推
協
か
ら
五
人

（
う
ち
女
性
が
二
人
）
出
席
し
、
中
学
生

の
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
中

学
生
た
ち
が
話
し
や
す
い
よ
う
に
、
女
性

二
人
が
中
心
と
な
っ
て
話
し
合
い
を
も
ち

ま
し
た
。

ま
た
、
政
党
批
判
の
よ
う
な
話
に
は
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
話
し
合
い
の

一
般
ル
ー
ル
を
確
認
し
て
、
座
談
会
を
行

い
ま
し
た
。

会
場
は
、
ビ
デ
オ
を
囲
ん
だ
Ｖ
字
型
に

テ
ー
ブ
ル
を
配
置
し
、
お
互
い
に
顔
を
見

な
が
ら
話
し
合
い
が
で
き
る
レ
イ
ア
ウ
ト

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
生
た
ち
に
は
、
次
の
よ
う

な
質
問
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
た
。

①
「
あ
な
た
が
二
〇
歳
に
な
っ
た
と
き
、

ど
う
し
ま
す
か
。
ま
た
選
挙
に
つ
い
て
感

じ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。」

②
「
若
い
人
は
な
ぜ
投
票
に
行
か
な
い
と

思
い
ま
す
か
。」

③
「
河
内
長
野
市
を
将
来
ど
ん
な
街
に
し

た
い
で
す
か
。」

中
学
生
か
ら
は
「
投
票
に
行
く
」「
選

挙
権
も
大
切
だ
け
れ
ど
、
被
選
挙
権
も
使

い
た
い
」
な
ど
の
活
発
な
意
見
が
出
ま
し

た
。愛

知
県
で
は
、
新
有
権
者
を
対
象
に

「
ヤ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
あ
い
ち
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
そ
の
メ
イ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
選
挙
啓
発
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
で

す
。政

治
や
投
票
に
関
す
る
一
般
的
な
講
演

を
聞
い
て
、
そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

制
作
に
入
り
ま
す
。
班
は
六
〜
七
人
で
構

成
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
切
り
口
や
盛

り
込
む
内
容
に
つ
い
て
、
各
人
が
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
話
し
合
っ
て
、
練
り
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。

作
成
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
参
加
者
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

選
挙
の
啓
発
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
ど
ん
な
テ
ー
マ
や
内
容
で
も
よ
く
、

自
由
に
設
定
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
制
作
発
表
を
行
い
ま
す
。
そ

し
て
、
今
度
は
参
加
者
全
員
に
よ
る
全
体

討
議
を
行
い
、
お
互
い
に
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
よ
り
よ
い
内
容
に
な
る
よ
う
に

意
見
を
交
換
し
ま
す
。

作
品
は
愛
知
県
選
管
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、「
新
有
権
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
を
通
じ
て
、

参
加
し
た
新
有
権
者
た
ち
は
政
治
や
選
挙

に
対
す
る
理
解
や
知
識
が
自
然
に
深
ま
り

ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
、
こ
れ
に
参
加
し
な
か

っ
た
同
年
代
の
人
々
に
も
、
同
じ
世
代
が

作
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
で
共

感
を
も
っ
て
気
軽
に
見
て
も
ら
え
る
、
と

い
う
期
待
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
ひ
ら
け
ゴ
マ
　
俺
の
一
票

な
ん
て
た
い
し
た
こ
と
な
い
よ
!!

う
う

ん
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
わ
！
　
こ
の
ペ
ー
ジ

を
見
れ
ば
そ
う
い
う
思
い
は
変
わ
る
は
ず

!!
」
と
問
い
か
け
る
な
ど
、
若
者
ら
し
い

表
現
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

「
ヤ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
あ
い
ち
」
は
、

建
設
的
に
自
由
な
話
し
合
い
を
す
る
こ
と

が
、
す
ば
ら
し
い
成
果
を
生
む
こ
と
を
体

験
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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都城市では研修会で踊りも取り入れて人気！

■
中
学
生
と
話
し
合
い

5

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
を
取
り
入
れ
て

6



表
現
の
三
原
則
（
〜
話
す
。
〜
書
く
。
〜
聴
く
。）

①
　

・
肯
定
的
に

初
め
か
ら
否
定
さ
れ
る
と
自
分
の
意
見
を
言
え
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
相
手
の
意
見
を
一
旦
は
引
き
受
け
る

姿
勢
が
必
要
。

・
明
る
く

明
る
い
表
現
に
努
め
る
。「
明
る
い
」
と
い
う
言
葉
に

は
積
極
性
・
安
心
感
が
あ
る
。

肯
定
的
な
言
葉
は
明
る
さ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
で
肯
定

的
な
言
葉
を
選
ぶ
。

（
例
）「
来
な
い
人
を
罰
す
る
」
よ
り
「
来
て
く
れ
た
人
に

感
謝
す
る
」

・
快
く

丁
寧
な
表
現
、そ
の
状
況
に
応
じ
た
言
葉
遣
い
を
す
る
。

②
　

・
論
理
的
に
破
綻
を
き
た
さ
な
い

自
分
の
意
見
が
話
し
始
め
か
ら
話
し
終
え
る
ま
で
に
変

わ
ら
な
い
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
セ
ン
テ
ン
ス
を
短
く
す

効
果
的
な
話
し
方
・
聴
き
方

る
。

・
イ
メ
ー
ジ
性
豊
か
な
表
現

・
共
通
の
意
味
に
取
れ
る
言
葉

（
例
）「『
若
い
世
代
』
は
何
歳
位
か
？
」

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
『
若
い
』
と
他
人
が
イ
メ
ー
ジ

す
る
『
若
い
』
は
違
う
こ
と
が
多
い
。

デ
ー
タ
の
よ
う
に
何
十
代
と
い
う
よ
う
に
言
え
ば
お
互

い
に
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
。

相
手
と
自
分
が
言
っ
て
い
る
こ
と
が
共
通
の
意
味
で
取

れ
る
よ
う
に
。

③
　
　

・
わ
か
り
や
す
い
こ
と
ば

専
門
用
語
、
外
国
語
・
カ
タ
カ
ナ
言
葉
は
、
自
分
は
こ

う
い
う
意
味
で
そ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
あ
げ
る
と
よ
い
。
同
音
異
義
語
も
ど
ん
な
漢
字
か

を
言
っ
て
あ
げ
る
。

・
わ
か
り
や
す
い
発
音
・
発
声

語
尾
が
聞
き
と
り
に
く
い
、
こ
も
っ
た
し
ゃ
べ
り
方
は

避
け
る
。
口
を
大
き
く
開
い
て
話
す
と
、
音
自
体
が
聞
き

や
す
い
音
が
出
せ
る
し
、
表
情
も
明
る
く
な
る
。

・
わ
か
り
や
す
い
言
い
方

あ
い
ま
い
な
表
現
を
避
け
る
。
言
葉
に
区
切
り
を
つ
け

る
（
間
を
置
く
）。

以
上
の
こ
と
は
、
話
し
方
だ
け
で
な
く
聴
き
方
に
も
あ

て
は
ま
る
。

上
手
な
聴
き
方
を
す
る
に
は
、

・
聴
く
と
き
に
は
体
の
中
心
を
相
手
に
向
け
る
。

・
相
手
の
話
を
う
な
ず
き
な
が
ら
聴
く
。
そ
の
際
に
は
、

た
だ
う
な
ず
く
の
で
は
な
く
、
相
手
の
話
す
テ
ン
ポ
に

合
わ
せ
て
う
な
ず
く
こ
と
。

・
話
を
す
る
た
め
に
は
相
手
の
話
を
よ
く
聴
く
こ
と
が
大

切
。

会
議
の
参
加
者
と
し
て
の
心
構
え

・
議
題
に
つ
い
て
の
知
識
を
集
め
る
。

・
雰
囲
気
作
り
に
努
力
す
る
。い
い
聴
き
手
に
な
る
こ
と
。

・
目
的
達
成
に
協
力
す
る
。

発
言
の
作
法

・
発
言
を
独
占
し
な
い
。

・
断
定
的
・
威
圧
的
な
話
し
方
を
避
け
る
。

・
脱
線
し
な
い
。

・
自
説
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。

（
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
が
平
成
一
六
年
一
一
月
一
八
日
に

実
施
し
た
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ

ー
ダ
ー
養
成
研
修
に
お
け
る
、
経
田
博
子
さ
ん
の
お
話
か
ら

抜
粋
し
ま
し
た
）
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ま
ず
は
話
を
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
。

感
じ
よ
く

わ
か
り
や
す
く

正
し
く

難
し
い
言
葉
は
理
解
し
づ
ら
い
。
わ

か
り
や
す
い
表
現
に
す
る
こ
と
が
大

切
。

話
す
と
き
、
書
く
と
き
は
正
し
い
デ
ー
タ

を
伝
え
な
い
と
意
味
が
な
い
。
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国の政策への民意の反映
DATA

社会に対する意識、国に対する意識などについて、20歳以上の男女１万人を対象に、内閣府が平成16年1
月に行った「社会意識に関する世論調査」から、国の政策への民意の反映程度とその反映方法についての調査
結果をご紹介します。（有効回収率68.9％）

あなたは、全般的にみて、国の政策に国民の考えや意見がどの程度反映されていると思いますか
「反映されている」が20.9％（「かなり反映されている」1.7％＋「ある程度反映されている」19.3％）、

「反映されていない」が73.4％（「あまり反映されていない」52.5％＋「ほとんど反映されていない」
20.8％）となっています。
前回平成14年12月の調査結果と比較すると、「反映されている」が上昇（17.5％→20.9％）し、「反映

されていない」が低下（77.4％→73.4％）しています。

それでは、どうすればよりよく反映されるようになると思いますか。
国の政策に国民の考えや意見が「ある程度反映されている」、「あまり反映されていない」、「ほとんど反映さ
れていない」と答えた人（6,378人）にどうすればよりよく反映されるようになると思うか聞いたところ、
「政治家が国民の声をよく聞く」が26.3％と最も高く、以下、「国民が国の政策に関心を持つ」（21.0％）、
「国民が選挙のときに自覚して投票する」（17.2％）、「国民が参加できる場をひろげる」（15.7％）、「政府が
世論をよく聞く」（12.0％）、「マスコミが国民の意見をよく伝える」（4.2％）の順となっています。
前回の調査結果と比較すると、「国民が選挙のときに自覚して投票する」が上昇（15.3％→17.2％）し、

「国民が参加できる場をひろげる」が低下（17.0％→15.7％）しています。

◆国の政策への民意の反映程度
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◆国の政策への民意の反映方法
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〈本誌の発行にあたり（財）櫻田會のご協力を
いただきました。〉

若者の投票率は依然として低く、今年行われた参院選の
年齢別投票率にも顕著に表れています。この状況を踏まえ
て明るい選挙推進協会では、常時啓発事業として20～
30歳代を対象に、投票参加と明るい選挙の呼びかけ、寄
附禁止規定の周知を目的とする新聞広告、鉄道の車内中吊
り広告、街頭などに張り出すポスターの制作を、統一デザ
インにより実施しました。
新聞広告は中央紙、ブロック紙、地方紙合わせて74紙

で11月30日（火）から12月3日（金）の間に掲載しま
した。鉄道の車内中吊り広告は、全国の主要路線で11月
29日（月）から12月10日（金）の間に掲出しました。
またポスターは、12月上旬に都道府県、指定都市、市区
町村選挙管理委員会に送付しました。
広告のメインコピー「愛する人のために私は選挙に行き

ます」は、家族や友人、恋人、そして自分の未来のために
選挙に行ってほしいというメッセージです。有権者として
の自覚を再認識していただくことによる投票参加を呼びか
けました。
ご覧いただけましたら、ぜひ、感想をお寄せください。

読者の皆さんからのお便りをお待ちしております。

本誌へのご意見、ご要望、質問等お寄せください。

お便りには、住所、電話番号、氏名、年齢をご記入の

うえお送りください。

新しい波 2

香川県庵治町立庵治中学校長　井上 浩さん

公民館活動との連携による
明るい選挙推進運動について

特集

4

お答えします！

トークセッション 10

9

まんがでわかる明るい選挙
事前運動の禁止 21

18

14

19協会からのお知らせ

世界と日本の投票率動向と
庵治中学校の取り組み状況

ステップアップ！
「話し合い学習」活動

話し合い活動のいろいろ

国の政策への民意の反映
データ

「期日前投票と不在者投票」

編集協力●株式会社 ぎょうせい

編集・発行●財団法人　明るい選挙推進協会
〒105-0001東京都港区虎ノ門2丁目1番1号

03(3560)6266・6267

FAX 03(3560)6268
http://www.akaruisenkyo.or.jp/

akaruisenkyo@mua.biglobe.ne.jp



新潟市

新潟市の選挙啓発マスコットの「きめたろう」です！

トウヒョウザウルス「きめたろう」とは･･････

選挙に対して、明るく親しみやすいイメージをもってもらおうと、市選管が

独自で作成したマスコット。キャラクターのイメージは世代を超えて親しま

れている「恐竜」をイメージしました。

「きめたろう」の愛称は、市民公募でつけられたもので、“有権者が自分の意

志で代表者を決めてやろう”という意味を表すとともに、子供からも親しま

れるように名づけられました。

子
供
た
ち
が
手
を
つ
な
い
で
青
空
を
上
っ
て
い
く
風

船
見
上
げ
て
い
ま
す
。
風
船
が
大
人
た
ち
が
投
じ
る
選

挙
の
一
票
、
一
票
で
、
そ
れ
に
子
ど
も
た
ち
が
願
い
を

託
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
よ
り
よ
い
社
会
を

築
く
こ
と
が
子
ど
も
に
対
し
て
の
大
人
の
義
務
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
選
挙
は
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
だ
と
訴
え
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
シ
ン
プ
ル
で

美
し
く
、
そ
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

（
審
査
評
）

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
教
科
調
査
官

村
上

尚
徳

（
選
挙
　
平
成
一
六
年
一
二
月
号
よ
り
転
載
）

表
紙
の
紹
介
●

門田 琴子さん
大阪府松原市立松原第三中学校2年

平成16年度 

文部科学大臣・総務大臣賞作品 
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選挙のめいすいくんが紹介する、各地の選挙啓発キャラクター

新潟市の明るい選挙マスコット

トウヒョウザウルスきめたろう


